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■コロナ対策支援メニュー
新型コロナウイルス感染症
白馬村子育て・商工業者・暮らし（商品券）の支援を実施…２p

■常任委員会審議　　　
新型コロナウイルス関連の条例改正……………………………4p
上程された議案なし………………………………………………4p

■夢・私たちに。「わたしのひとこと」………………………… 16p

■ 村政を問う　一般質問 ………………… ７p
・迷惑防止条例制定の意思はないか ……………8p

・旗艦ホテル参入は福祉の増進になるか ………9p

・神城山麓線の延伸計画は ……………………10p

・学校通常再開の対応は適切だったか ………11p

・商工会加入者だけの支援は不公平だ ………12p

・基金を崩して、救済対策の考えは …………13p

・村独自の第２弾、第３弾の支援策は ………14p

一日も早いコロナの終息を望み
豪雨災害から逃れ
平和で美しい白馬の田園風景が続くことを祈る

一日も早いコロナの終息を望み
豪雨災害から逃れ
平和で美しい白馬の田園風景が続くことを祈る
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2白馬議会だより　133号　令和2年7月31日

白馬村子育て・商工業者・  暮らし（商品券）の支援を実施白馬村子育て・商工業者・  暮らし（商品券）の支援を実施
村独自の新型コロナウイルス感染症支援事業が決定しました。   さらに国・県・村の税金及び社会保険料の減免・徴収猶予等を   
                  まとめました。さまざまな支援がありますので、     ご検討され行政窓口にお問い合わせください。

猶予・減免
税金について（問い合せ先：税務課）
徴収猶予の特例制度
①�事業に相当な収入の減少があった場合、申請すれば、１年間の納入猶予が可能。
②�徴収猶予の特例に係る延滞金は全額免除される。
固定資産税の軽減措置
　事業収入が減少している中小事業者等に対して固定資産税の減免

国民健康保険税
国民健康保険税の減免対象となる被保険者　　　　
�全額減免�
1�新型コロナウイルス感染症により、世帯の主たる生計維持者が死亡または重篤な傷病を負った被保険者世帯
�減免措置�
2�感染症の影響により、世帯の主たる生計維持者の令和2年度分の収入が減少する見込みの被保険者世帯に
は、減免措置があります。

減免及び徴収猶予について問い合わせ先
介護保険は健康福祉課、後期高齢者医療保険は住民課へ。
国民年金
国民年金保険料の臨時特例免除（日本年金機構）
　令和2年5月1日から、新型コロナウイルス感染症の影響により、収入源となる業務の喪失や売り上げの減
少等が生じて国民年金保険料の納付が困難な場合、臨時特例免除が申請できます。

事業用家屋及び設備等の償却資産
に対する固定資産税

令和 2年 2月～ 10 月までの任意の連続する 3ヶ月間
の事業収入の対前年同期比減少率 減免率

50％以上減少 全額
30％以上 50％未満 ２分の１

国民年金保険料の臨時特例免除表
対象者 対象期間 問い合わせ先

（1）�令和2年2月以降に、コロナ感染症の
影響で収入の減少者

（2）�当年中の所得の見込みが、現行の国
民年金保険料の免除等に該当水準に
なる見込みの者

令和2年2月分以降の国民年金保険料が対象。
＜免除猶予＞
　令和元年度分（令和2年2月～令和2年6月）
　令和2年度分（令和2年7月～令和3年6月）
＜学生納付特例＞
　令和元年度分（令和2年2月～令和2年3月）
　令和2年度分（令和2年4月～令和3年3月）

住民課
又は

日本年金機構
松本年金事務所
お客様相談室

(0263-32-5822)

 



　　　　　

3 白馬議会だより　133号　令和2年7月31日

白馬村子育て・商工業者・  暮らし（商品券）の支援を実施白馬村子育て・商工業者・  暮らし（商品券）の支援を実施
新型コロナウイルス感染症新型コロナウイルス感染症

村独自の新型コロナウイルス感染症支援事業が決定しました。   さらに国・県・村の税金及び社会保険料の減免・徴収猶予等を   
                  まとめました。さまざまな支援がありますので、     ご検討され行政窓口にお問い合わせください。

独自施策

●特別定額給付金（1人10万円）
４０５９世帯送付　
支�給�率　�９６．３％　
支�給�額� ８億３８１０万円　
未申請者� ３２６人　（７月８日現在）

●県・市町村連携拡大防止協力金
（休業要請協力金30万円：
県20万円・村10万円負担）
申請件数� ６７９件　
支給件数� ４６３件　
審�査�中　�２１０件　
不支給決定６件　（６月18日現在）

独自支援一覧表　白馬村新型コロナウイルス感染症支援事業
事業 対象者 内容 申請期間 問い合わせ先

子育て支援
0歳児から大学
生（院）等がいる
世帯

子ども1人に1万円。ひとり
親世帯は子ども１人に２万
円加算。

令和2年5月25日～
9月30日 子育て支援課

商工業者向け
緊急支援

村内で営業し、
住所を有する個
人又は事務所を
有する法人

商工業者に対して支援金5
万円
（商工会員は実施済）

令和2年7月1日～7
月21日 観光課

暮らしの支援
（商品券） 村民（世帯）

1冊1万円の商品券を５千円
で販売
子育て世帯5冊、その他世帯
3冊購入可。商工会にて販
売。（小谷村との連携事業）

（有効期間）
令和2年8月1日～
令和3年1月31日

観光課

村は９６. ３％。全国ではまだ６２％の給付率。



　　　　　

4白馬議会だより　133号　令和2年7月31日

総
務
社
会
委
員
会

●�
議
案
第
30
号　

長
野
県
町
村
公
平

委
員
会
を
共
同
設
置
す
る
地
方
公

共
団
体
の
数
の
減
少
及
び
規
約
の

変
更

　

東
筑
摩
郡
筑
北
保
健
衛
生
施
設
組

合
が
脱
退
す
る
た
め
の
規
約
の
一
部

改
正
。

●�

議
案
第
31
号　

白
馬
村
特
別
職
の

職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　

非
常
勤
特
別
職
と
条
例
上
位
置

付
け
た
、学
校
運
営
協
議
会
委
員
を

追
加
。
日
額
6
1
0
0
円
、
半
日
額

3
8
0
0
円
。

●�

議
案
第
32
号　

白
馬
村
税
条
例
等

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
及

び
そ
の
蔓
延
防
止
の
措
置
に
よ
り
上

位
法
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

白
馬
村
税
条
例
と
都
市
計
画
税
条
例

の
一
部
を
、一
括
改
正
す
る
も
の
。

　

固
定
資
産
税
課
税
標
準
の
特
例
規

定
を
定
め
、中
小
事
業
者
等
が
所
有

す
る
償
却
資
産
及
び
事
業
用
家
屋
の

軽
減
、生
産
性
革
命
に
向
け
た
特
例

措
置
の
拡
充
を
図
る
。軽
自
動
車
税

の
環
境
性
能
割
の
臨
時
的
軽
減
を
６

か
月
延
長
。イ
ベ
ン
ト
を
中
止
し
た

主
催
者
に
対
す
る
払
戻
請
求
権
を
放

棄
し
た
者
へ
の
寄
附
金
税
額
控
除
。

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
適
用
要
件
の
弾

力
化
に
係
る
対
応
。徴
収
猶
予
の
特

例
措
置
の
手
続
き
を
規
定
。

●�

議
案
第
33
号　

白
馬
村
国
民
健
康

保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

感
染
ま
た
は
症
状
が
あ
り
感
染
が
疑

わ
れ
る
た
め
、非
正
規
で
働
く
人
が

会
社
を
休
み
、事
業
主
か
ら
給
与
等

の
全
部
又
は
一
部
が
支
給
さ
れ
な
い

方
を
対
象
に
、休
暇
を
取
り
や
す
く

す
る
た
め
の
特
例
的
な
措
置
と
し
て
、

傷
病
手
当
金
を
支
給
す
る
規
定
の
追

加
。

●�

議
案
第
34
号　

白
馬
村
消
防
団
員

等
公
務
災
害
補
償
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る

法
律
の
改
正
に
伴
う
、非
常
勤
消
防

団
員
等
に
係
る
損
害
補
償
の
基
準
を

定
め
る
政
令
に
よ
り
改
定
す
る
も
の

と
、民
法
の
一
部
改
正
に
よ
る
法
定

利
率
の
改
定
に
伴
い
改
正
す
る
も
の
。

　

基
準
日
は
事
故
発
生
日
に
改
め
、

補
償
基
礎
額
を
8
8
0
0
円
か
ら

8
9
0
0
円
に
改
定
。

●�

陳
情
第
２
号　

地
方
議
会
議
員
の

厚
生
年
金
制
度
へ
の
加
入
を
求
め

る
意
見
書

　

議
員
の
な
り
手
不
足
解
消
の
た
め
、

地
方
議
会
議
員
の
厚
生
年
金
制
度
加

入
へ
の
法
整
備
を
、早
急
に
実
現
す

る
よ
う
要
望
す
る
意
見
書
の
提
出
を

求
め
る
。

総
務
社
会

産
業
経
済

新型コロナウイルス関連の条例改正新型コロナウイルス関連の条例改正

上程された議案なし上程された議案なし
産
業
経
済
委
員
会

●�

請
願
第
２
号　
種
苗
法

の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
案
の
慎
重
審
議
を
求

め
る
意
見
書
の
提
出
を

求
め
る
請
願
書

　

こ
の
改
正
法
が
全
国
の

農
家
に
周
知
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
か
ら
、種
苗
法
改

正
に
あ
た
っ
て
は
参
考
人

質
問
、公
聴
会
開
催
な
ど

国
民
の
意
見
を
聴
く
機
会

を
設
け
、拙
速
な
採
決
を

行
わ
な
い
よ
う
、慎
重
審

議
を
求
め
る
意
見
書
を
国

に
提
出
す
る
こ
と
を
求
め

る
。

 

意
見 

・�

改
正
に
つ
い
て
は
慎
重

審
議
し
て
も
ら
い
た
い

と
思
う
の
で
、農
家
の
意

見
を
聞
い
て
も
ら
い
た

い
。

・�

法
案
は
先
送
り
に
な
っ

た
が
、生
産
者
の
意
見
、

農
協
の
意
見
を
組
み
入

れ
て
、慌
て
て
や
る
べ
き

で
な
い
。

頼もしい消防団員。十分な公務災害への補償を望む。



　　　　　

5 白馬議会だより　133号　令和2年7月31日

質
疑
討
論

農家の理解を深めての種苗法改正が求められる。

請
願
第
2
号
　
種
苗
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
の
慎
重
審
議
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

を
求
め
る
請
願
書

承
認
第
12
号
　
令
和
2
年
度
　
白
馬
村
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
2
号
）専
決
処
分
報
告

産
業
経
済
委
員
会　
委
員
長
報
告

質
疑　
津
滝
俊
幸

問
国
会
に
慎
重
審
議
を
求
め
る
意
見
書
に
な
っ
て
い
る
が
、

国
会
で
の
審
議
の
内
容
は
。

答

�

委
員
長�

２
０
１
８
年
に
種
苗
法
に
関
す
る
改
定
が
行

わ
れ
た
か
と
思
う
。そ
の
時
に
は
審
議
時
間
が
衆
参
合

わ
せ
て
16
時
間
く
ら
い
だ
っ
た
。そ
の
よ
う
な
短
時
間
で
大
切

な
職
業
に
関
す
る
法
案
が
決
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、多
方
面

か
ら
様
々
な
ク
レ
ー
ム
や
批
判
が
届
い
た
と
聞
い
て
い
る
。

反
対
討
論　
津
滝
俊
幸

　

今
国
会
で
は
、コ
ロ
ナ
対
応
が
最
優
先
で
十
分
な
審
議
時
間

が
確
保
で
き
な
か
っ
た
。次
期
国
会
で
、十
分
な
時
間
を
と
っ

て
審
議
す
る
た
め
先
送
り
し
た
。国
会
で
全
く
慎
重
審
議
さ
れ

て
い
な
い
よ
う
な
意
見
書
を
、当
議
会
と
し
て
提
出
す
る
こ
と

は
反
対
。

賛
成
討
論　
田
中
麻
乃

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
公
聴
会
を
開
い
て
全
国
の
農
業
者

か
ら
意
見
を
聴
く
こ
と
や
広
く
周
知
す
る
こ
と
が
困
難
で
、今

国
会
で
は
見
送
ら
れ
た
背
景
が
あ
る
。次
期
国
会
審
議
に
向
け
、

農
家
の
権
利
保
護
と
食
料
主
権
の
観
点
か
ら
広
範
な
論
議
と

検
証
を
求
め
る
。

質
疑　
加
藤
亮
輔

問
商
工
会
会
員
へ
の
支
援
の
会
議
に
は
、課
長
以
上
全
員
参
加

か
。ま
た
、こ
の
事
業
は
、憲
法
14
条
の「
法
の
下
の
平
等
」に

抵
触
す
る
恐
れ
が
あ
る
が
、ど
の
よ
う
に
議
論
を
し
た
か
。

答
村
長
、副
村
長
等
特
別
職
お
よ
び
管
理
職
全
員
が
出
席
。

憲
法
議
論
は
し
て
い
な
い
。

反
対
討
論　
加
藤
亮
輔

　

村
内
の
商
工
業
を
支
援
す
る
目
的
で
行
う
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

対
象
者
を
商
工
会
の
会
員
だ
け
に
限
定
し
、1
会
員
5
万
円
を

支
給
、そ
れ
以
外
は
支
給
し
な
い
内
容
。こ
れ
は
、憲
法
14
条
の

「
法
の
下
の
平
等
」に
反
し
た
事
業
で
到
底
認
め
る
こ
と
が
で

き
な
い
。

賛
成
討
論　
津
滝
俊
幸

　

こ
の
補
正
予
算
は
緊
急
を
要
す
る
案
件
で
、事
前
に
議
会
全

員
協
議
会
に
お
い
て
行
政
側
よ
り
説
明
を
う
け
執
行
さ
れ
た

も
の
。商
工
会
会
員
限
定
に
つ
い
て
問
題
視
さ
れ
た
が
緊
急
性

を
重
視
し
、こ
の
専
決
処
分
案
に
賛
成
。

 

討
論 

 
採
択 

・�
内
容
は
、多
く
の
意
見
を
聞
き
、慎

重
審
議
し
て
欲
し
い
と
い
う
も
の

な
の
で
採
択
す
べ
き
。

・�

慎
重
審
議
の
請
願
書
で
内
容
に
基

づ
け
ば
反
対
す
る
も
の
で
は
な
い
。

種
苗
法
改
正
は
今
国
会
で
見
送
り

と
な
っ
て
い
る
の
で
、意
見
書
は

内
容
を
精
査
し
て
提
出
す
べ
き
。



　　　　　

6白馬議会だより　133号　令和2年7月31日

●６月定例会　議決結果●
件      名 議決結果

令和元年度白馬村一般会計繰越明許費繰越計算書について 報告事項

白馬村税条例等の一部を改正する条例の専決処分報告について

承認
賛成：全員

白馬村都市計画税条例の一部を改正する条例の専決処分報告について

白馬村国民健康保険税条例の一部を改正する条例の専決処分報告について

白馬村保育料条例の一部を改正する条例の専決処分報告について

令和元年度白馬村一般会計補正予算（第 7 号）の専決処分報告について　

令和元年度白馬村国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第５号）の専決処分報告について

令和元年度白馬村後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）の専決処分報告について

令和元年度白馬村農業集落排水事業特別会計補正予算（第 1 号）の専決処分報告について

令和元年度白馬村水道事業会計補正予算（第 4 号）の専決処分報告について

令和元年度白馬村下水道事業会計補正予算（第 5 号）の専決処分報告について　

令和２年度白馬村一般会計補正予算（第 1 号）の専決処分報告について　

令和２年度白馬村一般会計補正予算（第 2 号）の専決処分報告について　 承認
反対：加藤、横田

長野県町村公平委員会を共同設置する地方公共団体の数の減少及び規約の変更について

可決
賛成：全員

白馬村特別職の職員で非常勤のものの報酬に関する条例の一部を改正する条例について

白馬村税条例等の一部を改正する条例について

白馬村国民健康保険条例の一部を改正する条例について

白馬村消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例について

白馬村農業委員会委員の任命につき認定農業者等が委員の過半数を占めることを要しない場合の同
意について 同意

賛成：全員
白馬村農業委員会委員の任命について（全 12 議案）

発     委

地方議会議員の厚生年金制度への加入を求める意見書 可決
反対：伊藤

種苗法の一部を改正する法律案の慎重審議を求める意見書 可決
反対：津滝

●請願・陳情文書●

●令和２年第１回臨時会〈令和２年４月１４日開催〉●

●令和２年第２回臨時会〈令和２年７月１０日開催〉●

提出者 住所 要　旨 審査結果

白馬オーガニックマーケット事務局
加藤 ソフィリュウジュン 白馬村 種苗法の一部を改正する法律案の慎重審議を求

める意見書の提出を求める請願書
採択

反対：津滝

長野県町村議会議長会
会長　下平　豊久 長野市 地方議会議員の厚生年金制度への加入を求める

意見書
採択

反対：伊藤

件　　名 議決結果

工事請負契約の締結について（白馬村Ｂ＆Ｇ体育館大規模改修工事） 可決
賛成：全員

件　　名 議決結果

令和２年度白馬村一般会計補正予算（第３号） 可決
賛成：全員
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３密避けて、マスク着用、ソーシャルディスタンス

一般質問一般質問 （紙面の都合上、質問者本人が要約し掲載しています）

村
 政を問う

安全で活力ある
　村づくりをめざして

・迷惑防止条例制定の意思はないか………… 8

・旗艦ホテル参入は福祉の増進になるか…… 9

・神城山麓線の延伸計画は………………… 10

・学校通常再開の対応は適切だったか…… 11

フォトニュース

　一般質問は、議員の日常活動
と調査・研究、住民の声や自身
の考え方をもとに、村長や教育
長などの方針を問うものです。
　白馬村は 1 問１答方式で、1 人
60 分の制限時間内であれば、質
問回数に制限はありません。
　議会だよりでは、紙面の都合上、
質問者が要約して掲載していま
す。
 　本会議はユーテレ白馬でご覧
いただけます。

質問内容
・商工会加入者だけの支援は不公平だ…… 12

・基金を崩して、救済対策の考えは……… 13

・村独自の第２弾、第３弾の支援策は…… 14
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【
マ
ナ
ー
条
例
と
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
観
光
の
未
来
像
】

問
３
月
初
頭
に
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
自
粛
要
請
を
無

視
し
て
開
催
さ
れ
た
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
旅
行
代
理
店
に
よ
る

音
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、

３
０
０
０
人
も
の
外
国
人
が
集

ま
り
大
騒
ぎ
し
た
末
、治
安
の

乱
れ
や
環
境
汚
染
な
ど
様
々
な

迷
惑
行
為
が
報
告
さ
れ
た
。条

例
制
定
理
由
と
、見
直
し
の
意

見
が
度
々
聞
か
れ
る
の
は
そ
の

懸
念
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
の
状
況
は
村
長
が
日
ご
ろ

口
に
す
る「
世
界
に
冠
た
る
国

際
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
」の
目
指
す

べ
き
姿
か
。真
の
リ
ゾ
ー
ト
を

目
指
す
な
ら
５
年
前
に
作
っ
た

通
称
マ
ナ
ー
条
例
の
ま
ま
で
は

な
く
、罰
則
規
定
を
盛
り
込
ん

だ「
迷
惑
防
止
条
例
」を
改
め
て

制
定
す
る
考
え
は
。

答
以
前
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
改
正
し
な
く
て
も
よ

い
が
上
回
っ
た
。迷
惑
行
為
に

つ
い
て
は
外
国
人
に
限
ら
な
い
。

巡
回
指
導
強
化
が
課
題
で
あ
る

と
は
思
っ
て
い
る
。マ
ナ
ー
条

例
の
改
正
は
あ
り
得
る
が
、迷

惑
防
止
条
例
へ
の
移
行
に
つ
い

て
は
現
時
点
で
は
考
え
て
い
な

い
。問

迷
惑
防
止
条
例
を
望
む

声
が
行
政
に
は
届
い
て

い
な
い
の
か
。実
態
を
知
ら
な

さ
過
ぎ
る
。外
国
人
が
白
馬
に

来
る
理
由
は
、雪
質
、リ
フ
ト
券

の
安
さ
、そ
し
て
ル
ー
ル
の
緩

さ
だ
。た
だ
し
、外
国
人
は
ル
ー

ル
を
作
れ
ば
守
る
と
聞
い
て
い

る
。５
年
前
の
マ
ナ
ー
条
例
制

定
時
に
、未
完
成
と
捉
え
て
い

た
の
も
罰
則
規
定
だ
っ
た
は
ず

だ
が
。

答
罰
則
規
定
を
入
れ
よ
う

か
と
い
う
の
は
記
憶
し

て
い
る
。外
国
人
観
光
客
は
今

の
条
例
も
一
つ
の
ル
ー
ル
と
解

し
て
い
る
と
聞
く
。検
証
を
し

な
が
ら
当
面
の
改
正
に
つ
い
て

は
検
討
し
て
い
く
。

問
条
例
に
規
定
し
た
禁
止

行
為（
マ
ナ
ー
）と
最
も

異
質
な
部
分
は
、飲
食
店
の
営

業
時
間
を
午
前
２
時
と
し
た
一

項
。ロ
ー
ソ
ン
八
方
店
は
昨
季

シ
ー
ズ
ン
深
夜
営
業
を
止
め
た

が
、何
の
影
響
も
な
く
売
り
上

げ
も
下
が
っ
て
い
な
い
。深
夜

ま
で
や
れ
ば
い
い
と
い
う
も
の

で
は
な
い
し
、帰
り
の
足
も
な

く
な
る
。ウ
ィ
ズ・
コ
ロ
ナ
で
飲

食
店
の
営
業
も
見
直
す
と
き
。

こ
の
際
、営
業
時
間
も
含
め
て

見
直
し
た
ら
ど
う
か
。

答
確
か
に
深
夜
２
時
に
つ

い
て
は
賛
否
が
あ
る
こ

と
は
了
承
し
て
い
る
。罰
則
規

定
を
た
め
ら
う
と
い
う
こ
と
よ

り
も
、実
際
の
運
用
で
何
も
で

き
な
い
体
制
で
は
、条
例
に
罰

則
を
載
せ
て
い
る
だ
け
と
い
う

こ
と
に
な
る
の
で
、そ
こ
ら
辺

は
慎
重
に
作
業
を
進
め
て
い
る
。

問
条
例
に
罰
則
を
載
せ
て

い
る
だ
け
で
も
村
の
姿

勢
の
ア
ピ
ー
ル
だ
。飲
ん
だ
く

れ
外
国
人
が
よ
そ
の
宿
に
入
り

込
ん
で
放
尿
し
て
い
る
よ
う
な

観
光
地
で
は
、同
じ
外
国
人
富

裕
層
か
ら
も
日
本
人
観
光
客
か

ら
も
や
が
て
嫌
わ
れ
る
。イ
ン

バ
ウ
ン
ド
は
決
し
て
終
わ
り
で

は
な
い
。イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光

を
続
け
る
村
と
し
て
、マ
ナ
ー

条
例
は
一
区
切
り
に
し
て
、罰

則
規
定
を
盛
り
込
ん
だ
迷
惑
防

止
条
例
を
、あ
あ
だ
こ
う
だ
言

わ
ず
ぜ
ひ
頑
張
っ
て
作
っ
て
も

ら
い
た
い
が
。

答

�

村
長�

3
月
の
イ
ベ
ン

ト
で
は
大
使
館
に
ま
で

手
紙
を
送
っ
て
中
止
要
請
を
し

た
。今
回
大
き
な
社
会
問
題
が

提
起
さ
れ
た
。美
し
い
白
馬
村

は
世
界
に
冠
た
る
山
岳
リ
ゾ
ー

ト
と
私
も
常
々
言
っ
て
い
る
。

地
域
や
観
光
協
会
と
も
ど
も

色
々
な
こ
と
を
研
究
し
な
が
ら

進
め
て
参
り
た
い
。

丸山 勇太郎 議員

迷
惑
防
止
条
例
制
定
の
意
思
は
な
い
か

答 問
マ
ナ
ー
条
例
の
見
直
し
は
あ
り
得
る

3 月のイベントで酔っ払い外国人から無残に蹴り割られた馬頭観音
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【
環
境
保
全
・
開
発
と
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
後
】

問
平
成
28
年
開
催
の
環
境

審
議
会
は
、「
旗
艦
ホ
テ

ル
の
誘
致
及
び
優
良
な
投
資
開

発
の
誘
致
に
つ
い
て
」と
題
さ

れ
た
意
見
書
の
よ
う
な
も
の
が

引
き
金
の
一
つ
と
な
っ
た
。そ

の
後
、不
動
産
バ
ブ
ル
、建
築
バ

ブ
ル
に
至
っ
て
い
る
が
、判
断

は
正
し
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
か
。

答

�

村
長�

開
発
基
準
の
見

直
し
を
行
っ
た
こ
と
が

引
き
金
と
な
っ
て
、バ
ブ
ル
状

態
が
生
じ
て
い
る
と
は
考
え
て

い
な
い
。

問
こ
の
提
出
者
名
も
日
付

も
な
い
怪
文
書
み
た
い

な
も
の
に
、「
旗
艦
ホ
テ
ル
、優

良
な
投
資
開
発
」と
あ
る
が
、こ

こ
に
あ
る「
旗
艦
ホ
テ
ル
」は
現

在
入
っ
て
き
て
い
る
の
か
。

答

�

建
設
課
長�

審
議
会
に

付
議
し
て
審
査
し
着
手

を
す
る
形
で
、昨
年
は
４
件
で
、

今
年
は
ま
だ
４
月
以
降
１
件
の

み
だ
が
、旗
艦
ホ
テ
ル
か
ど
う

か
は
定
か
で
な
い
。

問
住
民
の
福
祉
の
増
進
を

図
る
の
が
地
方
自
治
体

の
目
的
で
あ
る
が
、こ
の
資
料

に
あ
る
旗
艦
ホ
テ
ル
を
入
れ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、福
祉
の
増
進

を
ど
う
や
っ
て
図
る
の
か
。

答

�

建
設
課
長�

当
村
は
観

光
で
生
き
て
い
る
村
で
、

観
光
事
業
者
が
大
半
を
占
め
て

お
り
、ま
ず
経
済
を
回
す
の
が

大
前
提
。こ
の
意
見
書
の
内
容

で
、即
、住
民
の
福
祉
に
結
び
つ

く
か
否
か
は
、答
え
ら
れ
な
い
。

問
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、こ

れ
か
ら
そ
う
や
っ
て
大

き
な
投
資
を
呼
び
込
む
こ
と
に

対
す
る
不
安
や
、住
民
が
持
つ

不
安
な
ど
は
感
じ
ら
れ
な
い
か
。

答

�

建
設
課
長�

そ
の
投
資

の
結
果
が
、環
境
保
全
に

ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
か
と

い
う
議
論
を
し
て
き
た
、と
い

う
認
識
。そ
も
そ
も
投
資
云
々

が
い
い
、悪
い
と
い
う
の
と
は

論
点
が
違
っ
て
く
る
。

問
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
建
設

の
環
境
審
議
会
で
、生
産

年
齢
人
口
の
増
加
の
た
め
に
規

制
を
緩
和
す
る
な
ら
、正
規
雇

用
人
数
も
条
件
に
入
れ
る
べ
き

と
発
言
。そ
れ
に
対
し「
そ
ん
な

こ
と
を
す
れ
ば
、誰
も
入
っ
て

こ
な
い
じ
ゃ
な
い
か
」と
、あ
る

委
員
が
反
論
し
た
が
、そ
の
発

言
は
議
事
録
か
ら
削
除
さ
れ
て

い
た
。ど
う
思
わ
れ
る
か
。

答
�

建
設
課
長�

発
言
し
た

内
容
が
、意
図
的
に
議
事

録
か
ら
削
除
さ
れ
た
の
で
あ
れ

ば
問
題
だ
と
思
う
が
、今
で
は

知
る
す
べ
も
な
く
答
え
ら
れ
な

い
。問

「
悪
貨
は
良
貨
を
駆
逐
す

る
」と
言
わ
れ
る
が
、村

外
か
ら
の
投
資
、そ
れ
と
も
村

の
住
民
が
落
と
す
お
金
、ど
ち

ら
が
悪
貨
だ
と
思
わ
れ
る
か
。

答

�

副
村
長�

そ
う
い
っ
た
観

点
で
見
た
こ
と
が
な
い
の

で
回
答
し
か
ね
る
。

【
観
光
の
危
機
管
理
と
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
後
】

問
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お

い
て
、ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー

と
し
て
の
観
光
局
の
振
舞
い
、

対
処
を
ど
う
考
え
る
か
。

答

�

村
長�

こ
の
状
況
が
緩

和
さ
れ
た
暁
に
は
、一
番

に
白
馬
村
に
来
て
頂
け
る
よ
う

に
、旅
の
準
備
を
し
ま
し
ょ
う

と
い
う
、全
国
の
白
馬
フ
ァ
ン

に
向
け
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
。時
々
の

情
勢
を
見
極
め
つ
つ
、先
を
見

据
え
て
行
動
を
し
て
い
る
と
評

価
し
て
い
る
。

伊藤 まゆみ 議員

旗
艦
ホ
テ
ル
参
入
は
福
祉
の
増
進
に
な
る
か

答 問
即
、結
び
つ
く
か
否
か
は
答
え
ら
れ
な
い

答

問 コロナ禍での観光局
をどう評価するか
先を見据えて行動をし
ていると評価

環境審議会で検討された「資料５」
ここに村の資産である景観と住民を守る視点は全くない。

旗艦ホテルや投資開発は住民を駆逐する。
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【
道
路
整
備
・
交
通
行
政
】

問
村
の
道
路・交
通
行
政
の

具
体
的
な
整
備
計
画
は

な
い
と
思
う
が
、20
年
前
に
策

定
し
た「
ま
ち
づ
く
り
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
」が
現
在
の
そ
れ
に
当

た
る
か
。

答
そ
の
通
り
だ
と
認
識
し

て
い
る
。

問
平
川
に
橋
を
架
け
た
山

麓
線
の
延
伸
に
つ
い
て
、

各
地
区
並
び
に
索
道
・
観
光
協

会
か
ら
要
望
書
が
上
が
っ
て
い

る
が
、そ
の
対
応
は
。

答
住
民
か
ら
の
要
望
に
つ

い
て
は
承
知
し
て
い
る
。

確
認
し
た
と
こ
ろ
書
面
で
の
要

望
書
は
無
い
。現
在
の
村
の
財

政
力
か
ら
考
え
る
と
手
が
回
ら

な
い
状
況
。将
来
へ
向
け
て
財

政
計
画
と
実
施
計
画
を
た
て
国
・

県
へ
の
要
望
を
し
て
い
く
。

問
財
政
的
に
村
単
独
で
事

業
が
出
来
な
い
の
で
あ

れ
ば
、村
内
ル
ー
ト
帯
を
早
期

に
決
定
し
、高
規
格
道
路
と
の

併
用
で
県
へ
要
望
し
て
い
く
考

え
は
な
い
か
。

答
高
規
格
道
路
の
整
備
は

20
数
年
来
の
村
の
悲
願

で
あ
る
。毎
年
、議
長
と
と
も
に

大
町
建
設
事
務
所
・
県
土
木
部

へ
は
強
い
要
望
を
し
て
い
る
。

問
要
望
は
、村
の
ど
こ
を
通

し
て
欲
し
い
な
ど
、具
体

性
に
欠
け
て
い
る
。村
が
も
っ

と
主
体
性
を
も
っ
て
、積
極
的

に
調
査
・
計
画
に
関
わ
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

答
お
っ
し
ゃ
る
こ
と
は
理

解
し
て
い
る
。
関
係
自

治
体
や
期
成
同
盟
会
を
と
お
し

て
、し
っ
か
り
要
望
し
て
い
く
。

問
J
R
大
糸
線
、南
小
谷

糸
魚
川
間
の
乗
降
客
は

日
平
均
63
人
で
、J
R
西
日
本

52
路
線
中
最
下
位
で
あ
る
。北

陸
新
幹
線
が
敦
賀
ま
で
延
伸
し

て
い
け
ば
、更
に
廃
線
の
危
機

に
な
る
。J
R
へ
の
存
続
の
要

望
は
し
て
い
る
か
。

答
大
糸
線
活
性
化
協
議
会

を
通
し
て
、関
係
市
町
村

長
で
J
R
西
日
本
金
沢
支
社
へ

毎
年
出
向
き
、大
阪
方
面
か
ら

の
送
客
等
、活
性
化
し
て
い
く

よ
う
要
望
し
て
い
る
。J
R
で

は
白
馬
山
麓
エ
リ
ア
の
自
然
を

高
く
評
価
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

問
糸
魚
川
白
馬
間
で
高
速

バ
ス
を
定
期
的
に
運
行

す
る
考
え
は
。

答
３
市
村
観
光
連
絡
会
で
、

北
ア
ル
プ
ス
エ
リ
ア
の

ス
キ
ー
場
間
を
結
ぶ
連
絡
バ
ス

の
冬
期
間
運
行
に
補
助
を
し
て

い
る
。昨
シ
ー
ズ
ン
は
、村
内
の

民
間
バ
ス
事
業
者
が
糸
魚
川
駅

か
ら
３
市
村
ス
キ
ー
場
間
を
結

ぶ
路
線
バ
ス
を
運
行
し
、３
ヶ

月
間
だ
っ
た
が
約
３
０
０
０
人

の
利
用
者
が
あ
り
、今
後
、グ

リ
ー
ン
期
を
含
む
通
年
に
お
け

る
二
次
交
通
の
充
実
に
努
め
て

い
き
た
い
。

問
地
域
交
通
網
計
画
に
つ

い
て
、実
行
す
る
と
し
て

総
事
業
は
ど
の
く
ら
い
を
見
込

ん
で
い
る
か
。

答
ど
の
く
ら
い
か
か
る
か

は
試
算
出
来
て
い
な
い
。

来
年
度
に
お
い
て
具
体
的
な
作

業
に
取
り
か
か
っ
て
い
く
。本

年
度
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
な
ど

の
試
験
運
行
、索
道
や
関
係
運

行
会
社
と
調
整
を
図
っ
て
い
く
。

津滝 俊幸 議員

神
城
山
麓
線
の
延
伸
計
画
は

答 問
財
政
が
厳
し
く
、出
来
な
い

山麓線（高規格化）の延伸に伴い、平川上部４７スキー場付近に橋を架けたい！
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【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
教

育
現
場
の
対
応
】

問
４
月
６
日
か
ら
の
学
校

通
常
再
開
時
、ま
た
、分

散
登
校
時
に
自
主
休
校
し
た
生

徒
数
は
。

答
南
小
は
４
月
６
日
が
２

人
、７
日
か
ら
９
日
ま
で

各
４
人
、10
日
が
２
人
、４
月
14

日
以
降
、最
大
５
人
の
児
童
が

出
席
停
止
扱
い
。ま
た
、北
小
は
、

４
月
６
日
が
44
人
、７
日
が
56

人
、８
日
が
57
人
、９
日
が
62
人
、

10
日
が
59
人
、５
月
７
日
、８
日

と
も
に
24
人
、11
日
が
14
人
で
、

徐
々
に
減
少
し
、29
日
は
１
人

の
児
童
が
出
席
停
止
扱
い
と
な

り
、今
現
在
は
０
人
。

問
自
主
休
校
し
た
家
庭
の

理
由
を
ど
う
受
け
止
め

て
い
る
か
。

答
学
校
に
お
け
る
集
団
感

染
の
発
生
リ
ス
ク
を
下

げ
る
対
策
を
講
じ
た
上
で
、令

和
２
年
度
新
学
期
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
た
が
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
の
不
安
や
感
染
リ
ス

ク
を
心
配
し
、し
ば
ら
く
登
校

を
様
子
見
し
た
い
と
い
う
保
護

者
が
北
小
は
多
か
っ
た
。今
後

も
、心
配
内
容
に
応
じ
て
、丁
寧

な
説
明
に
努
め
て
い
く
。

問
リ
ス
ク
対
策
を
行
っ
て

い
た
と
の
答
弁
だ
が
、登

校
し
て
か
ら
健
康
チ
ェ
ッ
ク

カ
ー
ド
の
配
布
の
み
だ
っ
た
。

再
開
に
あ
た
り
、子
ど
も
達
の

受
け
入
れ
体
制
の
説
明
な
ど
な

く
、家
庭
の
不
安
に
寄
り
添
え

て
い
な
か
っ
た
の
で
は
。

答
再
開
に
当
た
り
、３
月
の

通
知
の
時
点
で
不
安
を

払
拭
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
真

摯
に
受
け
止
め
て
反
省
し
、今

後
に
活
か
す
。

問
休
校
期
間
中
、オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
な
ど
の
情
報
環

境
整
備
に
つ
い
て
、ニ
ー
ズ
や

家
庭
環
境
な
ど
、調
査
を
含
め

た
ア
ン
ケ
ー
ト
も
実
施
し
な

か
っ
た
理
由
は
。

答
国
か
ら
整
備
の
促
進
が

出
さ
れ
る
前
な
の
で
や

ら
な
か
っ
た
。現
在
は
、児
童
生

徒
１
人
１
台
当
た
り
、端
末
を

整
備
す
る
。

問
文
科
省
の
通
知
で
、学
習

指
導
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
最
大
限
の
活
用
が
記
載
さ
れ
、

積
極
的
な
活
用
に
向
け
、あ
ら

ゆ
る
工
夫
を
す
る
こ
と
と
あ
る

が
、端
末
が
整
備
さ
れ
る
前
に

第
2
波
が
来
た
場
合
の
対
応
は
。

答
で
き
る
範
囲
の
中
で
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
対
応

し
て
き
た
。学
校
も
創
意
工
夫

し
な
が
ら
進
め
る
。

問
文
科
省
は
双
方
向
で
の

対
話
が
必
要
だ
と
言
っ

て
い
る
が
。

答
ハ
ー
ド
的
に
揃
わ
な
い

と
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
使
っ
て
の

小
学
校
の
双
方
向
は
不
可
能
な

状
況
。

【
障
が
い
者
福
祉
の
充
実
】

問
本
年
４
月
に
障
が
い
者

福
祉
推
進

支
援
団
体
か
ら
、

障
が
い
者
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
設
置
と

就
労
支
援
施
設
及

び
災
害
時
避
難
所

設
置
に
つ
い
て
の

要
望
書
が
両
村
に

提
出
さ
れ
た
。
今

後
の
対
応
は
。

答
障
が
い
者

の
就
労
の

場
が
増
え
て
、選

択
の
幅
が
広
が
る

こ
と
は
良
い
こ
と
。

福
祉
避
難
所
が
確

保
で
き
れ
ば
村
の

災
害
対
策
に
も
資
す
る
も
の
で

あ
り
、事
業
者
へ
し
っ
か
り
要

望
し
て
い
く
。

問
障
が
い
者
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
開
設
の
進
捗
状

況
と
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答
事
業
採
択
等
が
ス
ム
ー

ズ
に
行
わ
れ
た
場
合
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
、工
事
の
竣

工
は
令
和
３
年
度
末
、グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
の
開
所
は
令
和
４
年

４
月
を
予
定
。

田中 麻乃 議員

学
校
通
常
再
開
の
対
応
は
適
切
だ
っ
た
か

答 問
不
安
を
払
拭
で
き
ず
反
省
。今
後
に
活
か
す

答

問 障がい者グループ
ホームの早期実現を
切実な思いを重く受け
止めている

5 月 11 日に文科省が情報環境整備に関する説明会を Youtube で 
LIVE 配信。ICT を使おうとしない自治体にこれからは説明責任が
生じてくること、やろうとしないということが一番子供に対して罪

だと、ICT 環境整備の推進を熱く訴えた。



　　　　　

12白馬議会だより　133号　令和2年7月31日

【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
】

問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

（
以
下
コ
ロ
ナ
）感
染
拡

大
で
、厳
し
い
経
営
環
境
に
な
っ

た
の
は
、す
べ
て
の
商
工
業
者

な
の
に
、商
工
会
に
加
入
し
て

い
る
人
だ
け
、５
万
円
支
給
す

る
の
は
、不
公
平
だ
。憲
法
第
14

条「
法
の
下
の
平
等
」に
反
す
る
。

村
は
、す
べ
て
の
村
内
商
工
業

者
を
支
援
す
べ
き
で
は
。

答
こ
の
事
業
は
、ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
に
支
給
す
る
こ

と
を
目
指
し
、事
業
者
の
経
営

実
態
を
有
す
る
商
工
会
に
交
付

し
た
。そ
の
結
果
、支
援
が
行
き

届
か
な
い
事
業
者
が
出
た
が
、

漏
れ
た
事
業
者
に
は
、次
の
支

援
の
中
で
実
施
し
て
い
く
。

問
憲
法
に
抵
触
す
る
公
平

性
を
欠
く
問
題
だ
か
ら

慎
重
に
進
め
る
べ
き
。財
源
も

含
め
、明
確
な
実
施
方
法
は
。

答
�

副
村
長�

私
も
差
別
は

嫌
い
で
、
憲
法
違
反
は

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
だ
。

行
き
渡
ら
な
い
事
業
者
が
い
る

の
で
、国
の
第
２
次
補
正
の
臨

時
交
付
金
等
、財
源
を
確
保
し

実
施
を
検
討
し
て
い
る
。

問
コ
ロ
ナ
感
染
者（
重
篤
、

軽
症
者
）ら
し
い
患
者
が

村
か
ら
出
た
場
合
の
、発
生
か

ら
退
院
ま
で
の
手
順
と
対
応

は
。　答

感
染
症
対
策
は
、県
が
所

管
、村
内
で
発
生
の
場
合

も
県
が
行
う
。入
院
・
待
機
場
所

等
、医
療
機
関
・
宿
泊
施
設
名
の

公
表
は
さ
れ
て
い
な
い
の
で
答

弁
で
き
な
い
。

問
村
民
希
望
者
に「
抗
原
検

査
」、「
抗
体
検
査
」、「
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
」の
実
施
は
。

答
村
独
自
で
実
施
す
る
と
、

必
要
な
方
の
受
診
に
支

障
を
き
た
し
、医
療
機
関
等
に

更
な
る
負
荷
を
与
え
る
こ
と
に

な
る
。今
は
検
査
よ
り
、手
洗
い

や
う
が
い
の
徹
底
、マ
ス
ク
着

用
や
３
密
を
避
け
る
こ
と
を
自

覚
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

問
検
査
す
る
と
村
の
状
態

が
分
か
る
。
陰
性
な
ら

ば
マ
ス
コ
ミ
を
通
じ
て
、村
は

安
全
な
地
域
だ
と
国
内
外
に
ア

ピ
ー
ル
で
き
る
。ま
た
、村
民
の

意
識
の
向
上
に
も
つ
な
が
る
。

検
査
を
前
向
き
に
検
討
す
べ
き
。

６
月
２
日
付
の
大
糸
タ
イ
ム
ズ

に
、８
日
か
ら
か
か
り
つ
け
医

が
必
要
と
判
断
す
れ
ば
大
町
病

院
の
コ
ロ
ナ
感
染
症
外
来
検
査

セ
ン
タ
ー
で
問
診
と
検
体
採
取

を
行
う
と
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、

手
順
は
。

答
か
か
り
つ
け
医
の
判
断

で
検
体
の
採
取
と
検
査

は
で
き
る
が
、そ
れ
に
は
、大
町

保
健
所
の
予
約
セ
ン
タ
ー
の
確

認
が
必
要
に
な
る
。

問
将
来
不
安
の
解
消
と
暮

ら
し
を
維
持
す
る
た
め

に
、村
が
で
き
る
、国
民
健
康
保

険
料
、固
定
資
産
税
、軽
自
動
車

税
、水
道
料
、小
・
中
学
校
の
給

食
費
等
の
独
自
減
免
の
実
施
や
、

後
期
高
齢
者
医
療
、介
護
保
険

料
等
の
減
免
を
県
お
よ
び
北
ア

ル
プ
ス
広
域
連
合
へ
要
請
す
べ

き
で
は
。

答
水
道
料
金
を
減
額
す
る

自
治
体
も
あ
る
が
、現
時

点
で
は
減
免
は
考
え
て
い
な
い
。

固
定
資
産
税
、軽
自
動
車
税
に

つ
い
て
は
、国
の
緊
急
経
済
対

策
で
減
免
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
。

国
民
健
康
保
険
税
、保
育
料
・
副

食
費
及
び
学
校
給
食
費
に
つ
い

て
も
減
免
は
考
え
て
い
な
い
が
、

今
後
の
村
内
経
済
や
所
得
の
状

況
を
見
な
が
ら
判
断
し
た
い
。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、介

護
保
険
料
の
減
免
要
請
に
つ
い

て
も
必
要
な
し
と
考
え
る
。

問
今
後
の
外
国
人
観
光
客

の
受
け
入
れ
に
つ
い
て

は
。答

緊
急
事
態
宣
言
が
解
除

さ
れ
た
が
、イ
ン
バ
ウ
ン

ド
に
あ
っ
て
は
、長
期
間
を
要

す
る
と
見
込
ま
れ
る
。

加藤 亮輔 議員

商
工
会
加
入
者
だ
け
の
支
援
は
不
公
平
だ

答 問
漏
れ
た
商
工
業
者
は
、次
の
支
援
で
実
施

大町病院内のコロナ外来・検査センターで「かかりつけ医」が
必要と判断すれば PCR 検査が可能になりました。

（大糸タイムス提供、６月２３日付）
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【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

策
】問

６
月
定
例
会
に
、補
正
予

算
が
出
て
こ
な
い
が
。

答

�

参
事
兼
総
務
課
長�

９

月
定
例
会
に
は
、補
正
予

算
と
し
て
事
業
の
考
え
を
示
せ

る
か
と
考
え
て
い
ま
す
。見
直

し
作
業
に
も
う
少
し
時
間
を
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
事
業
の
凍
結
や
先
送
り

は
村
長
の
指
示
で
す
ぐ

出
来
る
。村
長
が
英
断
す
べ
き

で
は
。

答
課
長
会
議
で
指
示
し
、今

各
課
で
精
査
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

問
観
光
局
総
会
資
料
に
、村

負
担
金
内
訳
で
塩
の
道

ま
つ
り
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡

大
の
た
め
中
止
な
の
で
、負
担

金
の
一
部
を
温
泉
フ
ェ
ア
宣
伝

販
売
促
進
事
業
に
振
り
か
え
予

定
と
あ
る
。予
算
要
求
と
違
う

事
業
に
流
用
す
る
こ
と
は
、観

光
局
で
は
許
さ
れ
る
の
か
。

答

�
観
光
課
長�

村
長
か
ら
、

執
行
す
る
事
業
予
算
に

つ
い
て
検
討
す
る
よ
う
指
示
が

あ
り
、観
光
局
も
特
別
で
は
な

く
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問
塩
の
道
ま
つ
り
の
予
算

は
、中
止
な
ら
ば
返
還
す

べ
き
で
は
。

答

�

観
光
課
長�

負
担
金
と

し
て
見
直
し
ま
す
。

問
今
、村
民
は
経
済
的
に
疲

弊
し
て
い
る
。
財
政
調

整
基
金
を
、今
、使
う
べ
き
だ
と

思
う
。３
億
円
位
は
残
し
て
で

も
、救
済
を
考
え
て
は
。

答

�

副
村
長�

基
金
は
、い
ざ

と
い
う
と
き
の
蓄
え
で
、

今
使
わ
な
い
で
、い
つ
使
う
ん

だ
と
い
う
こ
と
は
、理
解
し
て

い
ま
す
。固
定
資
産
税
を
は
じ

め
税
収
の
減
が
見
え
な
い
と
こ

ろ
も
あ
り
、そ
の
穴
埋
め
を
す

る
の
も
財
政
調
整
基
金
で
あ
り
、

無
秩
序
に
基
金
を
崩
し
て
支
援

策
に
回
す
こ
と
は
、で
き
ま
せ

ん
。秩
序
を
も
っ
て
運
用
し
て

い
か
な
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。問

12
月
か
ら
１
、２
月
の
半

ば
ま
で
は
雪
不
足
で
大

会
が
な
く
、大
会
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
ら
お
客
様
は
、コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
来
な
く
な
る
。

そ
の
ま
ま
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

１
月
か
ら
６
月
ま
で
、宿
泊
業

の
皆
さ
ん
の
収
入
は
皆
無
で
あ

る
。県
の
休
業
要
請
協
力
金
、国

の
持
続
化
給
付
金
。こ
れ
だ
け

が
半
年
の
収
入
源
で
あ
る
。村

に
お
い
て
皆
さ
ん
の
固
定
資
産

税
は
、大
き
な
収
入
源
に
な
る
。

何
か
施
策
は
。

答

�

税
務
課
長�
税
の
施
策

と
い
え
ば
、減
免
と
な
り

ま
す
が
、宿
泊
業
者
に
つ
い
て

は
、今
の
と
こ
ろ
は
考
え
て
い

ま
せ
ん
。徴
収
猶
予
の
相
談
は

日
々
受
け
て
い
ま
す
。既
に
税

額
で
２
６
０
０
万
円
ほ
ど
の
徴

収
猶
予
申
請
が
あ
り
、全
て
受

理
し
て
い
ま
す
。ほ
と
ん
ど
が

固
定
資
産
税
で
、納
期
の
１
カ

月
前
ま
で
に
申
請
す
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、毎
月
そ
の
額
は

上
が
っ
て
く
る
こ
と
を
想
定
し

て
い
ま
す
。

問
今
、村
民
は
目
先
の
１
万

円
を
考
え
て
い
る
。
実

情
を
し
っ
か
り
把
握
し
施
策
し

て
い
た
だ
き
た
い
。副
村
長
は
、

村
長
に
も
っ
と
提
言
し
て
い
た

だ
き
た
い
が
。

答

�

副
村
長�

連
携
を

と
っ
て
厳
し
い

こ
と
も
言
わ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
逆
に

厳
し
い
こ
と
も
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
し
っ
か
り

や
っ
て
い
る
つ
も
り
で

す
。問

村
長
は
、村
の
中

を
何
と
か
う
ま

く
収
め
て
い
こ
う
と
守

り
に
入
る
。
若
い
副
村

長
や
課
長
が
提
言
し
、

や
っ
て
み
て
、「
い
や
、村

長
あ
れ
は
ち
ょ
っ
と
失

敗
で
し
た
ね
」と
い
う
ぐ
ら
い

の
こ
と
が
あ
っ
て
も
い
い
の
で

は
な
い
か
。

答

�

参
事
兼
総
務
課
長�

議

員
か
ら
そ
う
い
う
指
摘

が
あ
る
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。課
長
会
議
で
は
、非
常

に
活
発
な
意
見
が
出
て
い
ま
す
。

非
常
時
に
、課
長
会
議
を
開
催

す
る
中
で
、本
当
に
力
に
な
っ

て
い
る
と
改
め
て
感
じ
て
い
ま

す
。観
光
で
生
き
る
村
と
し
て
、

職
員
、課
長
を
中
心
に
進
め
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

太田 伸子 議員

基
金
を
崩
し
て
、
救
済
対
策
の
考
え
は

答 問
秩
序
を
も
っ
て
運
用
し
て
い
か
な
け
れ
ば

新型コロナウイルス感染防止対策で、全員マスク着用
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【
コ
ロ
ナ
禍
と
経
済
活
動
再

開
】問

コ
ロ
ナ
禍
で
影
響
を
受

け
た
宿
泊
施
設
の
減
少

対
策
は
。

答
コ
ロ
ナ
の
影
響
は
村
内

あ
ら
ゆ
る
業
種
に
影
響

が
出
て
お
り
、終
息
が
見
え
な

い
。そ
の
ダ
メ
ー
ジ
を
公
費
で

賄
い
続
け
る
こ
と
は
不
可
能
だ
。

た
だ
手
を
こ
ま
ね
い
て
い
る
訳

で
は
な
い
。一
定
の
ル
ー
ル
の

下
で
、県
を
ま
た
い
だ
移
動
の

自
粛
が
解
除
さ
れ
る
今
月
か
ら

観
光
事
業
が
再
開
さ
れ
る
の
に

伴
い
、観
光
庁
を
は
じ
め
観
光

地
域
再
興
に
向
け
た
支
援
が
始

ま
り
、旅
行
代
金
が
実
質
半
額

に
な
る
Ｇ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
も
そ
の
一
つ
。ま
た
村
内
に

は
観
光
庁
が
定
め
る
観
光
地
域

づ
く
り
法
人
日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が

村
観
光
局
と
白
馬
バ
レ
ー
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
２
法
人
あ
り
、国
の

交
付
金
施
策
で
も
優
遇
さ
れ
る

の
で
、様
々
な
補
助
メ
ニ
ュ
ー

を
活
用
し
な
が
ら
、お
客
様
に

喜
ん
で
頂
け
る
施
策
を
実
行
し

て
い
き
た
い
。

問
営
業
形
態
を
変
え
ざ
る

を
得
な
い
事
業
者
へ
の

設
備
投
資
支
援
策
は
。

答
現
時
点
で
は
コ
ロ
ナ
禍

で
の
設
備
投
資
に
対
す

る
支
援
策
は
も
ち
合
わ
せ
て
は

い
な
い
。商
品
力
や
ブ
ラ
ン
ド

力
を
高
め
る
取
り
組
み
を
行
う

事
業
者
や
、新
た
な
販
路
開
拓

に
取
り
組
む
事
業
者
支
援
は
重

要
だ
と
考
え
て
お
り
、こ
う
し

た
取
り
組
み
を
支
援
す
る
国
の

支
援
制
度
で
あ
る「
小
規
模
事

業
者
持
続
化
補
助
金
」を
活
用

し
て
頂
き
た
い
。申
請
窓
口
は

商
工
会
で
あ
る
が
既
に
40
件
を

超
え
る
相
談
が
あ
る
と
聞
い
て

い
る
。行
政
と
し
て
は
村
内
事

業
者
の
建
設
的
な
取
り
組
み
を

支
援
す
る
た
め
に
、商
工
会
と

の
連
携
、支
援
体
制
の
強
化
に

努
め
て
い
き
た
い
。

問
雪
不
足
を
含
め
た
次
期

冬
期
対
策
は
。

答
19
―
20
シ
ー
ズ
ン
は
暖

冬
と
雪
不
足
に
よ
る
影

響
が
計
り
知
れ
な
か
っ
た
。特

に
シ
ー
ズ
ン
序
盤
は
降
雪
機
の

有
無
が
オ
ー
プ
ン
を
左
右
し
た
。

本
年
度
、観
光
庁
は
国
際
競
争

力
の
高
い
ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト
形

成
の
た
め
の
取
り
組
み
を
支
援

す
る
補
助
事
業
を
実
施
し
て
い

る
。
国
際
競
争
力
の
高
い
ス

ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト
を
形
成
す
る
地

域
を
公
募
し
、支
援
メ
ニ
ュ
ー

に
は
索
道
施
設
の
撤
去
や
搬
器

の
更
新
、高
機
能
な
降
雪
機
の

導
入
と
い
っ
た
ス
キ
ー
場
イ
ン

フ
ラ
の
整
備
も
含
ま
れ
て
お
り
、

補
助
率
は
対
象
経
費
の
２
分
の

１
以
内
、予
算
規
模
は
20
億
円

と
発
表
さ
れ
て
い
る
。昨
今
の

気
候
変
動
で
オ
ー
プ
ン
日
が
安

定
し
な
い
。オ
ー
プ
ン
後
も
少

雪
が
続
く
、シ
ー
ズ
ン
が
短
く

な
る
等
、ス
キ
ー
場
経
営
を
脅

か
し
て
い
る
。
白
馬
バ
レ
ー
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
で
は
エ
リ
ア
内
ス

キ
ー
場
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
要
望

を
兼
ね
る
形
で
6
月
1
日
に
観

光
庁
補
助
事
業
に
応
募
し
た
。

今
後
、事
業
が
選
定
さ
れ
、イ
ン

フ
ラ
が
整
備
さ
れ
れ
ば
雪
不
足

対
策
は
大
き
く
前
進
し
、雪
不

足
が
経
営
に
及
ぼ
す
影
響
は
確

実
に
軽
減
さ
れ
る
も
の
と
期
待

し
て
い
る
。

太谷 修助 議員

村
独
自
の
第
２
弾
、
第
３
弾
の
支
援
策
は

答 問
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
積
極
的
活
用
を

自粛規制で誰もいないエコーランド・ストリート
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図書館等複合施設計画の結果が示された。積年の
村民要望である新図書館建設と、子育て施設を兼ね
る複合施設とする計画で、平成30年には基本構想、
令和元年度は基本計画と進めてきた。建設候補地は
４か所。その中からJR白馬駅と合体する案が最有
力案と提示された。そこに至る経過は十分説明され
ず、少ない評価点（１次審査はわずか６項目）を３段
階評価で点数付けをし、白馬駅を候補地に選定した。
所管する総務社会委員会で研究会を立ち上げた。
独自の視点で考察するために４か所の現地視察し、
子育て支援の観点も加味した新たな評価視点を追
加し、より細かな５段階評価で、合わせて14項目で
の再評価を予定している(結果は次号で報告)。建設

のための積立基金はゼロ。
村民の皆さんに問いかける前に、まずは行政の方
針を検証する。

委
員
会
掲
示
板

図書館等複合施設計画などを議会独自に検証

ご意見をお寄せください。
85-0725（直通）72-7001（ファックス）

新型コロナの影響による村内商工事情を、商工会が
行ったアンケート調査の報告がありました。
調査は4月13日から17日の短期間であったにもかか
わらず、回収率は25.6％と非常に高く、不安と窮状の深
刻さを浮き彫りにした形となりました。
特に宿泊業者の書き込み回答が多く、雪不足による減
収に加え、3月に集中しているイベント中止の影響は多
大で、「廃業」という言葉も多く見受けられました。

景観計画と立地適正化計画の内容を、研究会で建設課
からのプレゼンテーションがありました。
計画そのものの内容は上手にまとめられていましたが、
村はどういう方向なのか、この計画によりどんな課題が
解決されるのか、疑問が残りました。引き続き研究会を
開催する予定です。

総務社会委員会

雪不足と新型コロナで将来の
不安を訴える

令和元年度議長交際費一覧

上手なプレゼン、
でもどんな課題が解決される？ 

産業経済委員会

商工会のアンケート調査で懇談
5月21日

建設課と景観計画・立地適正化計画の研究会
６月1日

支出日 支出内容 金額

4月10日 白馬建設組合定期総会　祝議 5,000

4月16日 告別式　香典 10,000

5月16日 白馬山案内人組合総会　会費 5,000

5月21日 白馬商工会総代会　会費 5,000

5月24日 大町地区交通安全協会定期総会　
会費 5,000

6月3日 白馬食品衛生協会令和元年度定期
総会　会費 5,000

6月4日 告別式　香典 10,000

6月20日 北アルプス日中友好協会総会　会費 3,000

7月17日 告別式　香典 10,000

7月22日 朝日町議会との交流　献酒 4,400

8月8日 告別式　香典 10,000

9月5日 レッヒ村公式代表団歓迎会　
祝議 6,000

10月2日 告別式　香典 10,000

10月16日 令和元年度商工会長会議　会費 5,000

10月21日 早起き野球白馬リーグ納会・表彰式　
祝議 5,000

11月22日 告別式　香典 10,000

12月13日 白馬村マレットゴルフ協会総会　
会費 5,000

3月5日 長野県町村議会議長会第30回定期
総会　会費 3,000

図書館建設候補地の現地視察。研究会独自の目線で考察。

委員会も傍聴できます
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米一粒でも南へ転べ

令和2年7月31日発行

133

■コロナ対策支援メニュー
新型コロナウイルス感染症
白馬村子育て・商工業者・暮らし（商品券）の支援を実施…２p

■常任委員会審議　　　
新型コロナウイルス関連の条例改正……………………………4p
上程された議案なし………………………………………………4p

■夢・私たちに。「わたしのひとこと」………………………… 16p

■ 村政を問う　一般質問 ………………… ７p
・迷惑防止条例制定の意思はないか ……………8p

・旗艦ホテル参入は福祉の増進になるか ………9p

・神城山麓線の延伸計画は ……………………10p

・学校通常再開の対応は適切だったか ………11p

・商工会加入者だけの支援は不公平だ ………12p

・基金を崩して、救済対策の考えは …………13p

・村独自の第２弾、第３弾の支援策は ………14p

一日も早いコロナの終息を望み
豪雨災害から逃れ
平和で美しい白馬の田園風景が続くことを祈る

一日も早いコロナの終息を望み
豪雨災害から逃れ
平和で美しい白馬の田園風景が続くことを祈る

　　　　

あ

と

が

き

新しい時代の横繋がり

夢、私たちに。

わたしのひとこと

白馬議会だよりは、環境にやさしい植物油型インキと再生紙を使用しま
した。（PO 印刷）
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コ
ロ
ナ
禍
で
先
が
見
通
せ
な
い
。

６
月
29
日
現
在
、
日
本
の
新
規
感

染
者
数
は
１
０
９
人
。
本
誌
発
行

日
の
８
月
１
日
の
日
本
の
状
況
は
、

白
馬
の
景
色
は
、世
界
の
動
き
は
、

１
ヵ
月
先
が
わ
か
ら
な
い
、不
安
な

事
態
。

世
界
の
感
染
者
数
は
1
0
1
9
万

9
千
人
、死
亡
者
数
は
5
0
万
２
千

人
。
日
本
は
1
万
8
千
人
で
死
者

は
９
７
２
人
。長
野
県
の
感
染
者

は
77
人
。こ
の
数
が
８
月
に
ど
う

変
化
し
て
い
る
か
。８
月
の
入
り

込
み
の
状
況
は
昨
年
比
50
％
減
、

そ
れ
と
も
？
％
減
。

冬
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
も
期
待
が

で
き
な
い
状
況
。
も
う
そ
ろ
そ
ろ

今
冬
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
、ゼ
ロ
を

想
定
し
て
各
種
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
行
い
、冬
対
策
を
始
め
る
べ
き

で
は
。

（
加
藤
亮
輔
）

■
議
会
報
調
査
編
集
特
別
委
員
会

議
　
　
長

委
員
長

副
委
員
長

委

員
〃〃〃〃

北
澤
禎
二
郎

田
中
　
麻
乃

太
谷
　
修
助

太
田
　
正
治

伊
藤
ま
ゆ
み

松
本
喜
美
人

加
藤
　
亮
輔

太
田
　
伸
子

私が白馬にできること

「東京で身につけた知識や技術を、
どのようにしたら村の発展に生かせ
るか」　2017年に14年ぶりにUター
ンし、印刷を主体とするデザイン事
務所として営業を開始しました。
しかし、個人や家族経営が多い白
馬村では東京のように高い報酬を
払ってデザイナーに依頼すること自
体が敷居の高いことになってしまい、
本当に村のために活動しているとは
言えないのではと徐々に考え始めま
した。
そこでかねてより考えていた事業、
個人事業主様や一般の方に向けた気
軽に利用できる印刷屋さんを、今年
の8月より営業することにしました。
ワード、エクセルなどで作ったデー
タをお持ちいただければ「必要な時
に必要な分だけ」印刷できるお店で
す。
観光業の販促における新しい場所
を提供する。それが、私が村の発展の
ためにできる唯一無二のことだと思っ
ています。

昨今の交通や通信網の発達に伴い、
適度な田舎と都会の感覚を併せ持ち、
自然と触れ合う事も最新の文化的生
活も、いいとこ取りできるこの村で
の暮らしは、コロナ以降の価値観に
も合致していて、益々価値を見出す
人が増えるのではないでしょうか。
一方でまだまだ不足していると思
われる事もあります。それは新しい
時代のコミュニケーションです。こ
れからは益々横の繋がりが重要になっ
てきます。村内で開かれる様々なイ
ベント、小さな個展、演奏会、クラフ
トや飲食店の情報等、横の繋がりの
情報共有手段を、コンパクトなこの
村の住民が共有できれば素晴らしい
と思います。これは災害時や新しい
交通形態、助け合い等の手段として
も機能する可能性を秘めています。
近い将来、実現できればと思います。

皆様はご存知でしょうか？この言
葉を。
少しでも雪の少ない地方へお嫁に
行きなさいということだそうです。
松本生まれの私は、多くの方に言わ
れたものです。
昭和48年晩秋、白馬へ嫁ぎました。
その年は根雪になるのが早く、打ち
掛けの裾をたくし上げ、草履ではな
く長靴をはいて歩き、式場へ。大糸線
は大町行きが佐野坂を登れず、また
神城駅へもどる、そんなアクシデン
トのあった一日でした。
あれから47年、庭に実家からいっ
しょにきた赤松の木があります。今
はしっかり根を下ろし、威厳さえ感
じます。朝夕に白馬三山を見るたび
に凛とそびえ立つこの景色に酔いし
れ、すっかり白馬の土着民になった
なあ！と痛感しています。
そして新型コロナウイルスの一日
でも早い終息の道をみつけ、以前の
活気ある白馬をとりもどしてほしい
です。
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